
平成30・31年度 文部科学省指定研究校【石井町石井中学校】～研究紀要より～

Ⅲ 研究の成果と課題
１ 研究の成果
（１） 自他を大切にし，個性を認め合うことのできる生徒の育成

本校は，一人一人の個性を認め，互いの人権を守り，誰もが人間らしく生きられる社会を築い

ていこうとする態度の育成に取り組んできた。この２年間を通し，生徒は親和的な態度で過ごす

ことができている。学校生活を送る中でクラスメイトや教師と打ち解け合い，多くの生徒が自分

らしさを学級で出せるようになってきた。また，遠慮しがちであった自分の思いも，積極的に述

べることができる生徒が増えている。また様々な学校行事を通して，仲間と協力し合いながら練

習や準備を行う中で，さらに互いを認め合うことができ，集団としての連帯が強くなるなど，多

くの生徒が学級のまとまりを実感することができた。

《平成30・31年度学校評価（生徒）より》（平成30年度→平成31年度）

「ルールを守って生活するなど自他の生命を大切にしている。」（95％→95％）

「学校を楽しいと感じ，生き生きと生活している。」（93％→96％）

《平成30年・31年度自尊感情アンケートより》（平成30年度→平成31年度）

「周りの友達と仲よくやっている。」（97％→97％）

《平成31年度全国学力・学習状況調査より》

「自分には，よいところがあると思いますか。」（本校34.0％ 県平均27.1％ 全国平均29.0％）

平成30年度から平成31年度の学校評価，自尊感情アンケートの項目からは大きな変化はないが，

他者との関係が良好であることが読み取れる。また全国学力・学習状況調査では自分のよさを認

めることのできる生徒の割合が，県平均・全国平均を上回っている。

（２） 人権感覚を磨き，あきらめずに粘り強く取り組もうとする態度や行動の育成

人権学習について，自分の周りにある人権課題について真剣に考えようとする生徒が多くなっ

てきている。個性やちがいを認め合うことが，すべての人が幸せに生活できることにつながると

気付くことができ，誰もが自分らしく生きられる社会づくりのために，互いを大切にし，支え合

うことが必要であることを理解できつつある。困難にぶつかったときに，あきらめずにやり遂げ

る力は，差別に打ち勝つことができる力につながる。生徒は様々な成功体験を通して，自信を付

けており，そのことが次の挑戦への意欲になっていると考えられる。人権学習で学んだことが行

動化・態度化につながるまでにはまだまだ課題はあるが，積極的な発言が授業中に見られたり，

困っている友達がいたら助けるなど，以前よりも主体的に行動できる場面が増えてきている。

《平成30・31年度学校評価（生徒）より》（平成30年度→平成31年度）

「学校・学級をよくしていこうとの思いをもち，委員会活動（係活動）に積極的に取り組んでいる。」

（69％→70％）

「各学年の行事に積極的に参加している。」（80％→81％）

「道徳科や学級活動の時間に，人間の生き方について考えたり，温かい仲間づくりに取り組んでい

る。」（86％→88％）

「清掃活動・奉仕活動などに友達と協力し，生活しやすい環境づくりに取り組んでいる。」



（87％→87％）

《平成31年度全国学力・学習状況調査より》

「学級みんなで話し合って決めたことなどに協力して取り組み，うれしかったことがありますか。」

（本校59.5％ 県平均40.4％ 全国平均45.4％）

「人が困っているときは，進んで助けていますか。」

（本校45.1％ 県平均27.4％ 全国平均34.6％）

「いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思いますか。」

（本校84.3％ 県平均79.0％ 全国平均78.3％）

「難しいことでも，失敗を恐れないで挑戦していますか。」

（本校30.1％ 県平均18.9％ 全国平均22.5％）

「ものごとを最後までやり遂げて，うれしかったことがありますか。」

（本校86.9％ 県平均75.5％ 全国平均75.6％）

学校評価からは７割から８割の生徒が他の人と協力しながら，活動に取り組むことができてい

ることが分かる。全国学力・学習調査からは，挑戦することの喜びを感じたり，粘り強く取り組

む生徒の割合が県平均や全国平均よりも高い。

【生徒の感想】（人権教育講演会より）

・私は人権に興味があります。人権意識をもっと高めていけるよう，自分自身でも努めていきたい

と感じました。

・今日聞いた話を家族や他の友達に話して，偏見や差別を減らしていきたいです。

・将来，人権問題に直面したとき，しっかりと自分の意志をもち，立ち向かっていきたい。

・まずは自分が差別をしないこと。偏見をもたないこと。そこから始めていくことにしようと思う。

（３） 人権教育推進体制の整備と研修の機会の増加

教師間で日々情報交換しながら，指導内容や指導方法の改善に努める姿が多く見られるように

なってきた。性的マイノリティについての研修では，若い教員の新しい価値観を学ぶこともでき，

相互に研修する機会となると同時に，次年度に向けた生徒の学びの足並みをそろえる機会ともな

った。

校区の小学校の人権教育主事と管理職が本校に集まり，授業についての情報交換を行っている。

小学校で扱う人権課題の確認を行うことで，共通理解のもと，新１年生の人権学習がいい形でス

タートを切れるようにしている。研修の機会が増えることや人権教育の推進体制が整備されたこ

とにより，教職員の人権意識が向上し，授業力も向上してきた。

（４） 「知」の総合化ノート（和ファイル）の活用と効果

新たな試みとして取り組んだ「知」の総合化ノート（和ファイル）については，まだまだ研究

の余地があるが，生徒が学習を振り返るとともに，思考を広げる手法として効果があった。以下

は活用方法と生徒の感想である。

授業においての気付きや学びが，普段の生活につながり豊かになっていくことを願って，私た

ちは授業を行っている。そして，学ぶことで生活が豊かになるためには，心の通った関わりを日

日続けていく「積み重ね」が重要であると，常々考えてきた。だから，授業では考えや思いを発



表し合ったり，仲間の意見を聴き，それぞれの中で起こった「気付き」や「感想」をワークシー

ト（図１）に書き留めさせてきた。さらに，そのワークシートをもとに，発表し，班やペアなど

で見せ合うなど，共有することで「学び」の深まりを体感し，つながる温かい集団をつくろうと

努力してきた。しかし，その「学び」の温度も時間とともに下がっていき，学びが普段の生活の

中に根付いていくという「学びの生活化」に課題があると感じている。

そこで，それぞれの授業での「学び」の成果を，総合的な学習の時間等を活用して振り返り，

生徒一人一人が各授業での「学び」の内容を再構築させることを試みた。つまり，授業での感想

を読み返し，その中で改めて大切だと感じること，未来の自分に残しておきたいことの視点で，

名刺大の大きさの紙「学びカード」（図２）に整理させた。

次に，「振り返って考えられてよかった」で終わらせないために，その「学びカード」を，再度

異なった視点で整理し直すことにした。具体的には，「社会に出るまでに，あなたは，どのような

力を身に付けたいか」というテーマで，１年目は生徒にブレインストーミングをさせ，学年全体

で共有化し，「和ファイル」の見出しを，「課題解決能力」「人権意識・人権感覚」「コミュニケー

ション能力」「その他」と決定した。２年目は，生徒一人一人に自分に合った４つのテーマを考え

させ，整理する見出しとした。思考を広げ深める方法として，マンダラチャート（図３）を用い

た。個人がしっかりと考えた視点をもちより，グループでKJ法（図４）を活用しながら，それぞ

れが考えた見出しを出し合い，クラスタリング（図５）の手法で，グルーピングをしていった。

この一連の学習を通して，一人一人の「自分が身に付けたい力」という見出しを作っていった。

「 」で

（ 年 月 日）

（図２）学びカード

【（図３）マンダラチャート】

【（図１）ワークシート】
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【生徒の感想】

・「和」ファイルは，とてもためになる。なぜなら，私たちは将来，社会へと出て行く。そのとき

のために，身に付けなくてはならない力は数え切れないほどあるだろう。このノートの見出し作

りを一緒にしながら，私にとってもみんなにとってもためになるノートにしたいと思った。もし，

この授業がなかったら，社会へ出るための準備も不十分で，きっと混乱してしまうだろうと思っ

た。

・自分のできていないことや，理想の自分に近付けるような課題を見付けられたし，だからもっと

こうしようと思うことができた。「和」ファイルを大事にしたいと思う。

・とても役に立つファイルだ。勉強する必要性が分かったから。

・自分に身に付けたいと思う力が湧いてきた。これからどんなことをしたらいいのか，どうつなげ

ていけばいいのか，考えたいと思う。



（図８）

２ 今後の課題
（１） 生徒の活躍の場や体験の機会の増加

様々な場面で積極的に関わろうとする場面が増えてきてはいるが，行動化・態度化につなげる

までには，今後も継続した取組が必要である。生徒一人一人の活躍の場を設定し，成功体験を数

多く積むことにより，自尊感情が高まると考えられる。互いを認める雰囲気はできつつある。失

敗を恐れることなく，挑戦する姿勢を教職員や周りの仲間が後押しすることで，一歩前進できる

と考えられる。

平成30・31年度に全校生徒に行った自尊感情アンケートでは「自分のことが好きだ。」という

項目に対し「そう思う」という割合がともに67％にとどまり，否定的な回答が３割を超えている。

その時の生徒の状況や心理面によって変動があるが，まだまだ自尊感情を高めていくことが必要

である。生徒の状況をしっかりと把握し，学年団を中心とした情報交換などで生徒理解に努めて

いかなければいけない。また教室に入りづらい生徒や不登校の生徒についての個別支援について

も，教職員，家庭，関係機関との連携を密に図りながら支援していく必要がある。

人権教育講演会や体験学習を通じて，他者の思いを受け止め，自分の生き方を見つめ直すこと

ができた。生活経験が少ない中学生にとって，貴重な経験になったはずである。今後も３年間で

同和問題をはじめ様々な個別人権課題を系統立てて学習していくとともに，差別解消に向けて行

動しようとする実践力を身に付けていく必要がある。



（２） 教職員研修の充実と連携の拡大

生徒の人権感覚を磨くためには，まずは教職員が研修を積む必要がある。この２年間で数多く

の授業実践がなされたことにより，授業におけるスキルだけでなく，授業者自身の人権感覚も鋭

くなった。この実践を生かすためにも，今後も継続した取組が必要であると考える。

地域の小学校，高等学校との情報交換を行う機会をもつことができているが，これからも拡大

していかなければならない。人権教育が連続することを見据えて，小中高と系統立てた指導が行

える環境を整えられるようにしているところである。

また家庭や地域を巻き込んだ人権教育の啓発を広げていくことが重要である。人権学習につい

て家庭で話をしたという生徒の意見もあるが，人権意見発表会や人権教育講演会への参加者が少

ないという現状がある。生徒の人権教育に対する関心が高まっているだけに，この機会を生かし

ながら，今後も情報発信を積極的に行っていく。

（３） 「知」の総合化ノート（和ファイル）の今後の活用方法について

自分の考えを「学びカード」に記述するまではスムーズに進んだが，次の段階である「自分が

身に付けたい力」を設定し，整理するまでに時間がかかったこともあった。初めて授業に取り入

れる教員の中には戸惑いもある。研修の中で活用方法について，まとめたものを今後学級だけで

なく，学年や学校全体で活用方法の在り方について検討し，共通理解を図っていかなければなら

ない。


